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小 論 文 問 題

合 図があ るまで開けないでください。



資料の 文章 を読み、次の問 に答 えな さい。

(1)下線部Aの問題について筆者自身はどう考えているのかを、200字程度で書きなさい。

(2)筆者が下線部Bのように論じている現代において、①メディアにはどのような事態を引

き起 こす危険性が ある のか、具体例(現 実 に起こったこ とでも、起こ りうる とあなたが

考えることでもよい)を挙げながら、あなたの考えを書きなさい。また、②個人はメデ

ィアとどう向き合うべきか、①を踏まえて、あなたの考えを書きなさい。(①と②を合わ

せて600字 程度)

ファシズ ムとい う政治 体制は、20世 紀 より前には歴史に存在 していない。 ドイツ とイ

タ リア、そ して 日本 とい う枢軸国を中心にフ ァシズムが同時多発的に生まれ た時期は、

誕生 したばか りの映画 とラジオが広ま り始めた1910～30年 代 にぴた りと符合す る。

きっとあなた も一度や 二度は耳に したことがあると思 うけれ ど、20世紀 とい う時代は、

しばし ば 「戦争の世紀」 と呼称 される。考えた ら不思議 だ。Aこ れほ どに文 明が発 達し

て、さらには国際連盟と国際連合という二つの国際平和機構が歴史上初めて創設されて、

さらには情報の流通が圧倒的に促進された世紀なのに、なぜ戦争はなくならないどころ

か増 えたのだろ う？

ナチ スのナンバ ー2で ヒ トラーか らは後継者 として指名 された こともあるヘルマン ・

ゲー リングは、ナ チスの戦争犯罪 を裁 いたニ ュルンベル ク裁判の被告席で、 「他国から

攻撃 されかけてい ると国民の危機 を煽れば戦争は簡単に起きる」 といった意味のこ とを

語 っている。

悔しいが正しい。人は脅威に弱い。近代の戦争のほとんどは、侵略ではなく自衛の意

識で始まっ ている。つま り過剰 防衛。先制攻撃 を しなければ自分たちがや られ るとの危

機管理意識 が、戦争勃発の際の最 も重要な大義であ り、戦争継続 の燃 料なの だ。

「国民の危機 を煽 る」ためには媒体が必要 となる。つまりメディア。これを言い換え

れば、新聞やラジオ、映画な どのマ スメデ ィアがあるか らこそプロパガンダ(情 報宣伝)

が可能 となる。そ して これはファ シズ ム国家だけではな く、ルー ズベ ル ト大統領がファ

シズ ムの脅威 をラジオで定期的にア ピール したアメ リカ も含 めて、連合国側 も事情は同

様だ(も ちろん結果 として、ファ シズムは滅んで正解だったと僕は思 うけれ ど)。

とにか くファシズムは滅び、戦争 は終わった。 しか し映画(映 像メディア)と ラジオ

(放送メディア)は生き残った。それどころか戦後に融合した。テレビジョンという画

期的なメデ ィアはこ うして誕生 する。 その後 もテレ ビは進化 を続 け、今では世界の裏側

で起 きていることが、 リアル タイムな画像 と音声で見た り聞いた りす ることがで きるよ

うになった。つまりB20世紀初頭の段階など比べものにならないほどに、メディアの危

険性 は まってい る。

ヒ トラーや ムソ リーニ の ような独裁者が現れない かぎりは大丈夫。 もしもあなたがそ

う思っているのな らそれは違 う。独裁者や軍事政権 に強制 されな くとも、 メデ ィアは自

ら不安や恐怖を訴えて危機を煽る。なぜなら不安や恐怖を煽るほうが，視聴率や部数は

上が るか らだ。 メデ ィアのほとん どは営利企業だ。つ まり複聴率や部数は売 り上げに相

当する。いわば企業の存在理由だ。これを追うなといっても無理なこと。つまりメディ

アは 、そ もそもが危機 を煽 るように宿命づけ られた存在なのだ。

【出典】森達也『視点をずらす思考術』(講談社，20O8年)

＊趣 旨を損 なわない範囲で、字句を一部修正 した。


